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QLG1 GPS 受信機キット 
 
1. 最初に 
QRP Labs QLG1 GPS受信機キットをご購入いただきありがとうございます。本キットは

MediaTekのチップセットを匏用した高厤২高ಖ২GPS受信モジュールです。このチップセッ

トを匏用し、最高の受信厤২（現厪入ু可能な一般的なチップセットの中でも最も高厤

২）と高ಖ২な1ppsパルスলৡ(10nsrms)を実現しています。本キットは完成品の

GPSモジュールに比較し以下の特徴があります。 

1) キットです。作る௫しみと半の向上が図れます。組য়の卣ಔさを考えSMD部品は実

装済み。 

2)高厤২:パッチアンテナと大きなグランドプレーンパターンでゲインは+4dB 

3)SMAコネクタを介し、バッチアンテナや自作アンテナに接続可能 

4)自作愛好家の応用を考えた0.1インチピッチの配線 

5) LEDによる動作状態モニタ 

6) 5V-3.3Vレベル変換回ଡ଼内。外付けプルアップ抵抗勘要 

7) QRP Labsキットとの൩換性。外付けプルアップ抵抗や外付けコンデンサ勘要 
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2. アンテナ 
QLG1 GPS受信機キットでは二つのアンテナオプションがあります。オンボードのパッチアン

テナと外付けのアクティブアンテナ（SMAコネクタ経由）です。本モジュールはアクティブパッチ

アンテナ用に電源を供給可能です。外部アンテナオプションはアンテナを本モジュールと分

して設置するときに叓য়峋ます。外部アクティブアンテナを使用すれ峚、さらに厤২を上げるこ

とができるでしょう。このオプションはGPS信号の受信がなୠで匏用いただけます。し

かしながら、キットに含まれるプリント基板に実装したパッチアンテナは高厤২なので、殆どの

場所で十分な性能を発揮します。（訳者注 স属ଲのシャッターを൷めた匓ୗ家厡の

内で受信可能） 

アンテナゲイン 

 メーカのデータシートによると、アン

テナゲインとプリント基板のグランドプ

レーン面積の関係は図の通りです。 

QLG1のプリント基板の大きさは3.6

インチ x 2.5インチ（91mm x 

64mm)です。プリント基板の右側は電源回ଡ଼でレベル変換回ଡ଼が実装されています。パッ

チアンテナは半田面側に実装されているため、等価的なグランドプレーンの大きさは64mm 

x 64mmです。この値を図に赤線で示します。30mm x 30mmの一般的なグランドプレ
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ーン(訳者注 -3dBic)よりもずっと高厤২で約4.5dBicを実現しています。これが、QLG1

が高厤২な৶由です。 

 

3. ଡ଼設計 

 
回ଡ଼はඹってシンプルです。回ଡ଼図を参照してください。GPS受信用RFモジュールが主な

機能を実現しています。残りの回ଡ଼は電源フィルタ,電源回ଡ଼（RFモジュール用3.3V),レ

ベル変換回ଡ଼そしてLED回ଡ଼です。 

+5とGND回ଡ଼に直ഔに接続された二つの0.1uH インダクタとコンデンサ(0.1uFと22uF

のధഔ回ଡ଼）で電源は平ෟされます。3.3V用の電源ICはLM317LZです。プリント基板
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には3.3Vリチウム2次電池が実装されています。この2次電池は動作中に自動的に充電さ

れます。電源がオフされると、このバッテリバックアップにより、衛星情報がGPSモジュールに保

持されます。このため、再び電源がオンされた時に、素早く衛星を捕捉することができます。  

RFモジュールのデータলৡと1pps信号は2.8Vলৡです。（モジュール内の電源回ଡ଼によ

る）74ACTシリーズロジックICの"high"レベルのスレッショルド2.8V以下で、RFモジュール

の”High"লৡ電圧である2.8Vを5V回ଡ଼にレベル変換するのに最適です。このため

74ACT08 クワッドANDゲートをバッファとして使用し、5V回ଡ଼へのレベル変換回ଡ଼として

使用しました。RFモジュールのシリアルデータ入ৡ回ଡ଼の電圧はゼナーダイオードD1によって

電圧制限をしています。 

キットには3つの 3mm LEDが用意されています。電源用インジケータとして赤色のLEDが

点灯します。 ້色と緑はそれぞれシリアルデータ入ৡと1pps信号です。LEDは、

74ACT08の残りの2つの ANDゲートでฌ動されます。データলৡが厙しているときはシ

リアルデータলৡがHigh、つまり、5Vであることに注意指定下さい。 このため、້色のLED

は5Vに接続され、シリアルデータラインがLowの時に点灯します。້色のLEDは一秒に一回、

データলৡの間、バースト上に点滅します。緑の1pps LEDはGPSが衛星を捕捉すると一

秒に一回点滅します。緑は、一般的に正常動作を示すので、このようなLEDの割り当てにし

ました。 
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4. 部品表 
4.1 抵抗 

R1 1K  (ภ-హ-赤-স) 

R2 1K  (ภ-హ-赤-স) 

R3 470Ω (້-紫-ภ-স) 

R4 470Ω (້-紫-ภ-স) 

R5 470Ω (້-紫-ภ-স) 

R6 1K  (ภ-హ-赤-স) 

R7 560Ω (緑-ஒ-ภ-স) 

R8 470Ω (້-紫-ภ-স) 

R9 470Ω (້-紫-ภ-স) 

R10 無 アクティブ外部アンテナの電源用パターンあり。 

 

4.2 コンデンサ 

C1 0.1uF (セラミック, 表示 104) 

C2 0.1uF (セラミック, 表示 104) 

C3 22uF (電解コンデンサ) 

C4 22uF (電解コンデンサ) 
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C5 0.1uF (セラミック, 表示 104) 

 

4.3 半導体 

IC1 74ACT08, 14ピン DIP 

IC2 LM317LZ 電源IC, 3端子 TO92 

D1 3.6V ゼナーダイオード 

LED, red 3mm 赤 LED  電源表示 

LED, yellow 3mm ້色 LED シリアルデータলৡ表示 

LED, green 3mm 緑 LED 1pps 表示 

 

4.4 インダクタ 

L1 0.1uH アキシャル インダクタ 

L2 0.1uH アキシャル インダクタ 

L3 無  アクティブ外部アンテナの電源用パターンあり。 

 

4.5 その他 

プリント基板 (PCB), 91 x 64mm 

Mediatek チップセット GPS エンジン RF モジュール, PCBに実装済み 
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25 x 25mm セラミックパッチアンテナPCB layout と グランドパターンに合わせカスタムチ

ューンされている 

3V リチウムコイン2次電池 

12mm ナイロン౽角スペーサ 4個 

M3 ナイロンネジ 4個 

 

5. 匢য় 
パーツの実装場所はPCBのシルク印刷で表示されているので注意くৄて下さい。特に極

性のある部品、半導体と2個の電解コンデンサ C3,C4の向きに注意してください。 

R10とL3用部品は本キットに含まれません。外部アクティブアンテナを匏用される方のため

にオプションとしてPCB上にパターンを準備致しました。 

 

部品の位置は次の図を参照してください。
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特に、半導体 IC1の向きに注意してください。PCBのシルク印刷の凹みとICの凹みを合わ

せて下さい。 

 

半田付けの状態を確認するために写真に示すような宝

厈ルーペやఁ大ྰを匏用しましょう。明るい照明も必要で

す。 ๆり合ったパターンが半田ブリッジしていないか確認し

ましょう。また、イモ半田や半田の勘ଌがないか確認しまし

ょう。（訳者注 ഠཽྰが必です。） 
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QLG1 PCBの両面はグランドプレーンパターンです。グランドプレーンに接続されたパターン

にはんだ付けするためには、少し余分に予熱が必要です。グランドプレーンに熱が逃げるから

です。はんだ付け用のパッドは熱的にアイソレーションされるパターンとなっていますが、それで

も熱はグランドプレーンに逃げます。グランドプレーンに接続された部品をはんだ付けするとき、

最初にGNDプレーンに配線されていない方のリードにはんだ付けし、部品を固定した後にグ

ランドプレーン側のはんだ付けするとଐいでしょう。はんだ付け後はඦ重にルーペ等ではんだ

付けを確認してください。（訳者注 一つ一つ確認するのが動作への近道です。） 

部品の半田付けの順番は重要ではありません。しかしながら、小さい部品を先にはんだ付け

すると、大きな部品にဪဗされることなく組য়できるでしょう。  

次の写真は、全ての抵抗,コンデンサ,インダクタ, LM317LZ 電源IC (3ピン TO92 ), 

74ACT08 , そして3.6V ゼナーダイオードを実装したところです。半導体(IC1, IC2, ゼナ

ーダイオード)と電解コンデンサ（C3,C4）の実装方向に注意してください。プリント基板のシ

ルク印刷は文字が小さく読みにくいので本書の部品配置図を参照してください。
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バッテリー 

バッテリーの実装方向は特に注意

してください。バッテリーは充電済み

です。はんだ付けしなくとも、誤った

極性でプリント基板に触れただけで、

RFモジュールに逆極性の電圧が加

わり、RFモジュールを壊してしまいま

す。 

 

３Vの2次電池はピンが2本あり、それぞれプリント基板にはんだ付け用スルーホールがあり
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ます。バッテリーの上面が“＋”となるように実装します。”+”の表示があるスルーホールに実装

します。 写真で示すように正しい向きにバッテリーを実装してください。 

バッテリーの半田付けは素早くষってください。リチウム電池をആめることは好ましいことでは

ありません。 

 

LED 

LEDの極性も、ᅫ厱重要です。

LEDのカソード側のパッケージは

平面になっています。しかしながら、

3mm の LEDの平面はわかりに

くい。(དཽྰを使え峚よくৄえま

す。) カソードのリードは短く（リード卲断前に確認のこと）電極が大きくなっています。電極

の大きさは勮いにかざすとଐくৄえます。図にカソードのৄ分け方を示します。 

パッチアンテナは（外部アンテナを使用しない場合）プリント基板の半田面に実装されます。

半田面を上に向け、参がଐくৄえるように設置します。ですから、LEDも半田面に取り付け

るとଐいでしょう。半田面にはシルク印刷はありません。このように実装すると、動作中にLED

の表示を卣ಔに確認できます。 

外付けのアクティブアンテナを匏用するなら峚、LEDを部品面に実装するとଐいでしょう。 
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2x3のピンヘッダ用パターンにLEDへの配線が接続されています。プリント基板以外にLEDを

実装する（え峚ケース実装、フロントパネルと付けるとき等）ときにご卹用ください。  

 

LEDを部品面に実装しようと、

あるいは半田面に実装しようと、

LEDのカソードとプリント基板で

シルク印刷で表示されたカソー

ド（平らになった部分）の向き

を合わせて下さい。カソード（平らな部分/短いリード）はプリント基板の中心に近いほうに

実装します。 

 

写真は通常の実装方法で、LEDはハンダ面に実装されています。パッチアンテナはこの後の

工程で同じ面に実装されます。 

パッチアンテナの実装 

キットに含まれる 25 x 25mm のパッチアンテナはキットのプリント基板にマッチするようにチ

ューンナップされています。このチューニングの卨である卲れ匸みを、パッチアンテナのস属面に

ৄることができます。このため、このプリント基板にチューニングされていない他のパッチアン

テナを代用品として使用しないでください。 
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パッチアンテナ実装するとき、最初にパッチアンテナ底面の接着面保護用のプラスティックシ

ールを剥がして下さい。こ

の様子を写真に示します。

（訳者注 シールを剥が

す前に実装位置の確認

をষう。）（左の写真は

シールを剥がしているところ、右は剥がした後です）. 

 

パッチアンテナ接続用のピンは真四角のアンテナのど真ん中にあるわけではありません。写真

を参照してください。 接続用にピ

ンは実装済みのリード付部品か

ら遠いほうになります。パッチアン

テナは半田面に実装します。 
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パッチアンテナの接続ピンをSMAコネクタの中心の穴に挿入します。写真にこの様子を示し

ます。パッチアンテナは半田面に実装するため、はんだ付けは部品面からষいます。（訳者

注 シールを剥がす前に写真をみて実装位置の確認。シールを剥がして実装する） 

 

外部アンテナの実装 

外部のアクティブアンテナを実装するときは、付属のパッチアンテナは実装しません。パッチア

ンテナの代わりにSMAコネクタを写真の通りに実装します。 

 

外部アクティブアンテナを実装すると

きに電源が必要になることがあるでし

ょう。R10 と L3を電源配線用に

実装してください。

（この部品はキットに含まれません）通常、R10は10ΩでL3は27nH(ある

いはフェライトビーズ)です。 半田面でL3からSMAコネクタの中心にジャンパ

配線をして下さい。このようにすると、RFモジュールのRF Vccから外部アンテ

ナに電源を供給することができます。この回ଡ଼には短൪保護回ଡ଼がありません。 

機構部品の実装 

キットには、12mmশ ナイロンM3౽角スペーサ4本とM3
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のナイロンネジが4個含まれています。プリント基板の四隅にこのスペーサを実装するための穴

があります。 

 

パッチアンテナの規格によると、プリント基板のグランドプレーンパターンとఢ囲のস属間は

10mm以上のをとるように指定されています。 

 

付属のパッチアンテナを匏用する場合、部品面を下にし、パッチアンテナが参に向かうように

設置してください。ナイロンスペーサで、ケースからプリント基板を浮かせてください。スペーサは

部品面（下向きに配置）とし、ネジは半田面から（上から）めます。 

স属ଲのケースを使わないでください。স属ଲケースはGPSの電波を遮断します。 

 

外部アンテナを匏用するときはプリント基板の向きは関係ありません。 
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信ಀのোলৡ 

図に部品面の右側のシルク印刷を示します。 

6つの信号の組と 4つの信号の組があります。それぞれ0.1インチ

（2.54mm）間隔なので、標準的な0.1インチピッチ(2.5ないし

2.54mmピッチ)のコネクタあるいは配線を接続することができます。 

配線用のパッドは十分な大きさです。 

 

6つの信号の組は全ての信号をলৡしているので、一般的なGPS

モジュールとして本ஓを匏用することができます。TxDはシリアル信

号লৡで、5Vのロジックレベルです。1パルス毎秒 (1pps)も同じく5Vレベルです。 このパ

ルスは100msのパルス幅のアクティブH

信号です。（য়峋上がりが一秒の基準

になります）RxDはシリアル信号入ৡ

で3.3Vロジックレベルです。しかし、ゼナ

ーダイオード D1が実装されているので

5Vレベルの信号を入ৡすることができま
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す。 

 

4つの入ৡの組は本ஓとUltimate3S あるいはそれ以外のQRP Labsのキット用接続

端子です。これらのキットは4本以外の信号を必要としません。これらのキットはシリアル信号

のGPSモジュールとの൨方向通信はষわず、ႄれ及しのデータを受信し、1pps信号を基準

信号として匏用します。 

 

QLG1とUltimate3S QRSS/WSPR kitとの接続 

QLG1の4つ信号とU3S(あるいはその他のQRP Labsのキット)の4つの信号を適当なশ

さのシールドケーブルで接続してください。プルアップ抵抗やレギュレータIC、平ෟ用コンデンサ

は勘要です。全てQLG1に実装されています。信号の順番はQLG1とU3Sで同じです。

QLG1のTxD（লৡ）はU3SのRxD(入ৡ)に接続します。シールドケーブルのシールドは

U3SのGNDに接続し、QLG1側は開放とします。2m から 3m のケーブルを使うとଐいで

しょう。 

 

外部にLEDを実装する。 

QLG1をケースに入れて、ケースのパネル面にLEDを実装することもできます。 

プリント基板の右下側(部品面側)に2x3の配線用パッドがあります。（図参照）配線パッ
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ドのペアがそれぞれのLEDへの接続です。プリント基板の端面に近いほうのパッドがカソード側

です。 

 

LEDの表示 

赤:電源インジケータ QLG1に電源がONになると常に点灯 

 データパルス表示。通信時にバースト状に点灯؟້

緑:1ppsパルス 毎秒0.1秒間点灯 

緑のLED(1ppsパルス)は衛星を捕捉し測位可能になるまで点灯しません。このためには

暫く（特に最初の電源投入時）時間がかかります。最初に衛星を捕捉するときはトラッキン

グ時よりも高いSNが要求されます。いったん衛星を捕捉し、その衛星の特性を取得すると、

その後、衛星が受信可能な場所に位置した時のトラッキングは、より低いSNで可能です。

全ての衛星のデータを取得するのに約1時間かかります。ですから、電源投入後、最初の一

時間はGPSモジュールの性能が向上するようにৄえます。（え峚トラッキング衛星の包

等） 

 

全ての衛星を捕捉するまで、້色のLEDが、時々変な点灯パターンを示します。一秒間に

一回バースト状に点灯するとは限りません。 
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測位可能になると1ppsパルスがলৡされます。緑のLEDは毎秒の最初の0.1秒間点灯

します。້色のLEDのデータバーストは緑のLEDの点灯の最後から0.5秒程২です。（デー

タのペイロードにより変化します） 

 

デフォルトのボーレート 

QLG1のデフォルトのボーレートは9,600ボーです。この値はU3S(あるいは他のQRP 

Labsのキット)に適合します。デフォルトのNMEAলৡについて、この後に述べます。RFモジ

ュール（Mediatekのチップセット）はボーレートの変ಌやNMEAのলৡの変ಌに対応して

います。しかしながら、本書ではそれらの内卣は匚റいたします。 

 

3.3V動作 

 QLG1 GPS受信モジュールは3.3Vで動作させることもできます。 この場合、LM317LZ 

電源ICとR6,R7を実装しません。電源ICをバイパスするように図のように配線します。 

 

3.3Vで動作させると、TxDや

1ppsパルスলৡも3.3Vとなりま

す。 

. 
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6. 参考 
本キットの最新の情報は以下のホームページを参照してください。 

http://www.qrp-labs.com/qlg1  

このページにはRFモジュールのデータシートが保存されています。データシートにはRFモジュ

ールの規格とNMEAの動作等について記載されています。 

最後に QRP Labs の Yahooグループ 

http://groups.yahoo.com/group/qrplabs/ に参加してください。Yahooグループ

ではキットの最新情報、害解ৠ方法や匳ଐ北、そしてこのキットの௫しさをで厗有して

います。  

 

7. Version History 
0 10-Jun-2015 

First version 

 

翻訳者から。 

本翻訳は G0UPL Hans Summer氏の許可を得て、原意を損なわない範囲で日本

語に意訳したものです。翻訳の著作権は 勾匾 透 / Toru / JG1eiQが保有します。再

配布、WEBへの転載はご遠慮願います。  http://www.hanssummers.com 及
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び関連WEBにリンクを貼られるのがଐいと卩います。本文書はG0UPL Hans Summer

氏の卹動を応ରするために作成致しました。キットのଲ作や匏用方法についてごସ勬ຘい

ても、回答は致しかねます。 

十分に注意を払いましたが、誤りがあるかもしれません。必ず、原文を参照してください。本

文書が原因で発生した直接的/間接的ないかなる被害に対し私は責任を負いません。

（え峚本文に誤りがあり、それが原因でキットがうまく組みたてられなくとも責任は負いませ

ん。） 

Rev.NC 2015/10/26 JG1eiQ / Toru / 勾匾 透 


